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新
規
事
業　

市
民
生
活
の
向
上
を
重
視

３月定例会３月定例会

第
１
回
定
例
会
の
経
過

〔
３
月
〕

１
日　

本
会
議

　
　
　

・
開
会

　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　

・
市
長
の
所
信
表
明

　
　
　

・ 

選
挙
（
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議

員
）

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
契

約
・
条
例
・
そ
の
他
）

２
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
平

成
22
年
度
補
正
予
算
）

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、説
明
（
平

成
23
年
度
予
算
）

３
日　

休
会
（
議
案
等
調
査
）

４
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

質
疑
（
平
成
23
年
度
予

算
）

　
　
　

・ 

予
算
特
別
委
員
会
の
設

置
、
付
託
、
委
員
の
選

任

　私の所信は就任当時と変わることはあり
ません。「努力をすれば必ずできる」「一生
懸命やればできる」この信念の下、行方市
の発展のためにがんばってまいります。人
と人とが助け合いつながっている、真に豊
かな市を目標に、よりよいまちづくりを市
民の皆様と協働・共創しながら進めていく
決意です。
　そのために、①少子化対策、②第６次産
業の推進、③健康づくりの推進、④活力あ
るまちづくり、⑤人材の育成をまちづくり
の柱としました。
　また、平成23年度予算については、「均
衡のとれた行方市のまちづくり」に向け
て、健全財政の確保を基本として歳出の削
減、合理化を図りながら予算配分を行いま
した。

　

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
22
日

ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
市
長
の
所
信
表
明
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
本

会
議
で
は
、
平
成
23
年
度
予
算
案
や
条
例
改
正
案

な
ど
33
件
が
市
長
か
ら
、
ま
た
附
帯
決
議
案
や

委
員
会
条
例
改
正
案
な
ど
３
件
が
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
規
事
業　

市
民
生
活
の
向
上
を
重
視

康
づ
く
り

健マ
ル
マ
ル 　

 

の
拡
充

福
第第
６６
次
産
業
の

次
産
業
の 　

 

成
育

子宮頸がんワクチン等の全額公費負担子宮頸がんワクチン等の全額公費負担

小学４～６年生までを対象　　　　小学４～６年生までを対象　　　　

所得の向上と雇用創出　　　　　　　　　所得の向上と雇用創出　　　　　　　　　

市長の所信表明（一部抜粋）市長の所信表明（一部抜粋）

円

億円 内訳は?!
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予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

・ 

正
副
委
員
長
の
互
選
、

分
科
会
の
設
置
、
分
科

員
の
選
任

５
〜
６
日　

休
会

７
日　

 

予
算
特
別
委
員
会
（
第
１

分
科
会
・
第
２
分
科
会
）

８
日　

 

予
算
特
別
委
員
会
（
第
１

分
科
会
・
第
２
分
科
会
）

９
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

10
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
３
議
員
）

11
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
２
議
員
）

　
　
　

・
緊
急
質
問

12
〜
21
日　

休
会
（
議
事
整
理
）

22
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

・ 

分
科
会
主
査
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

本
会
議

　
　
　

・ 

予
算
特
別
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
附

帯
決
議
、意
見
書
、条
例
）

　
　
　

・ 

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査

　
　
　

・
閉
会

一般会計予算

平
成23
◎平成23年度予算

年度 算 総総額273億
円円

予予

億円 内訳は?!167

民生費　25.5％
42億6,404万円

総務費　17.1％
28億5,794万円

公債費　11.9％公債費　11.9％
19億9,585万円19億9,585万円
公債費　11.9％
19億9,585万円

教育費　19.3％
32億2,173万円

土木費　9.2％
15億3,400万円

衛生費　6.3％衛生費　6.3％
10億5,428万円10億5,428万円
衛生費　6.3％
10億5,428万円

消防費　4.8％
8億843万円

議会費　1.1％
1億9,155万円

100％

商工費　1.8％
2億9,971万円

農林水産業費　2.9％
4億9,241万円

予備費など　0.1％
1,006万円

※金額は実際の予算額を千の位で四捨五入しているため、合計額が一致しません。

市税　21.1％
35億3,557万円

繰入金　4.6％
7億7,611万円
諸収入　2.5％
4億1,128万円
使用料･手数料など　1.6％
2億7,243万円

繰越金　0.6％
1億円

その他　0.3％
4,058万円

地方交付税　34.3％
57億4,300万円

国庫支出金　11.5％
19億3,107万円

市債　10.9％
18億2,340万円

県支出金　7.3％
12億1,358万円

地方譲与税など　5.3％
8億8,300万円

100％

自依
存 主

財
財 源

源 30.7
69.3 ％
％

会計区分 一般 特別 水道
事業国民健康

保　　険
老　　人
保　　健 介護保険 後期高齢者

医　　　療
農業集落
排水事業

特定環境
保全公共
下水道事業

流域関連
公共下水道
事　　業

予算額
167億
3,000

万円

94億
1,770

万円

51億
5,700

万円
0円

28億
6,900

万円

3億
90万円

1億
3,790

万円

6億
3,560

万円

3億
1,730

万円

11億
8,320

万円

前年度比 13.8％増 0.4％増 4.0％増 100％減 2.6％増 5.7％減 59.4％減 11.2％増 16.1％減 10.6％増



No.23
行方市 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより 4

安心・安全な生活を守  る施策を !! る施策を !!
健康・福祉

　 　子ども手当支給に要する市の負担額はいくら
か。また支給対象となる子どもの人数は。

　 　費用全体６億 9,630 万 7,000 円のうち、7,224
万円が市の負担となる。また対象となる子ども
の人数は、4,139 人と見込んでいる。

　 　新たに医療福祉費支給制度（マル福）の小児
対象者となる小学４～６年生の人数は。また、
所得制限は撤廃できないのか。

　 　新たな対象者は、855 人と見込んでいる。所
得制限を撤廃する市町村が増えているが、単独
でマル福事業を行っている場合、国からの国保
事業に対する補助金が減額になる場合があるの
で、それとの兼ね合いを検討しなければならな
い。

　 　前年度と比較して、シルバー人材センター補
助金が減額となっているが、その理由はなにか。

　 　平成 22 年度はシルバー人材センターの改善
計画に基づき、地区センター統一にかかる経費
を見込んで増額したのだが、統一にはならない
ので、平成 23 年度は減額した。地区センター
を統一することは、適正な人事配置と事務費削
減等につながるので、今後もその方向性を提案
していきたい。

総務・企画・財政

　 　天王崎周辺整備支援事業で、観光交流セン
ターはどのように運営するのか。また、天王崎
周辺地区の経済効果はあるのか。
　 　観光交流センターは、白帆の湯と整合する形
で設置するが、利益を追求する施設ではない。
また、国の交付金事業であるため、白帆の湯と
同じ方法による運営はできない。経済効果の試
算的なものはまだであるが、「天王崎」を観光
スポットの一つとしてＰＲしていく。

　 　住宅取得補助金とはなにか。
　 　定住施策の一環で、転入者や市内転居者が新
築・中古住居を取得した場合、その取得費にか
かる２％（上限有り）を補助する施策である。
平成 23 年度は 20 件を見込んでいる。
　 　また、固定資産税や上下水道の使用料の補助
等も考えている。

　 　一般会計予算が前年度に比べ、20億3,200
万円増加したが、財源の確保は適正かつ十分に
なされているのか。

　 　建設事業に伴う国県支出金、また財源確保の
ため基金繰入金、また一般財源である普通交付
税が増加しており、財源確保は適正かつ十分に
行われている。

教育

　 　「小中学校一貫教育検討委員
会」が設置されるようだが、小中一貫校を視野
に入れ進めていく委員会なのか。

　 　この委員会は、行方市全体の小中一貫校につ
いて研究を行う委員会である。県内で既に実施
している学校や、また一貫教育ではないが小中
連携を実施している学校等の調査研究を行い、
その実態を踏まえ、今後行方市として、どのよ
うな方法で小中一貫教育に取り組むのがよいの
か、協議を重ねていく。

　 　昨年度から市民運動会を一箇所で開催してい
るが、平成23年度も同様の形態か。
　 　平成 23 年度も一箇所での開催を考えている。
会場は、旧３地区輪番制で行い、平成 23 年度
は玉造運動場、平成 24 年度は北浦運動場とな
る方針である。

　 　学校等適正配置実施計画は、市長の公約では
見直す方向にあったが、以前の計画のまま進行
している。どの程度見直したのか。
　 　現在まで計画の基本的な部分の見直しをして
いないが、北浦地区はその可能性がある。現在
の状況や住民の意見をもとに判断している。

問

答

　平成23年度の予算は、議長を除く22人で構成する「予算特別
委員会（委員長：成嶌常松、副委員長：椎名政利）」を設置・付託し、
審査を行いました。
　予算特別委員会ではさらに２つの分科会（第１分科会・第２分科会）
に分かれ、詳細にわたり審査を行いました。
　予算審議の内容を一部要約してお伝えします。

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答



No.23
行方市 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより5

　平成 23 年度一般会計
予算の可決に伴い、予算
を執行する際の議会から
市への要望事項として、
議員から附帯決議※ 案が
提出され、全会一致で可
決しました。

安心・安全な生活を守  る施策を !!安心・安全な生活を守  

災害復旧事業を優先せよ災害復旧事業を優先せよ

予算
審議

建設・上下水道

　 　北浦地区が対象となる「市設置型浄化槽」の
維持管理と費用はどうなっているのか。

　 　市設置型浄化槽は、浄化槽の設置及びその後
の維持管理も市が行う。個人負担として、使用
料的な負担金をいただくことになる。

　 　企業誘致活動費が、前年度の倍になっている
が、どのような計画であるのか。

　 　市有地への企業誘致のパンフレットの作成や、企業
に対してアンケートを行う計画である。また、平成23
年度も大都市でのプレゼンテーションを２箇所で行う。

　 　道路の維持補修や改良舗装はどのように進め
ていくのか。

　 　道路整備計画に沿いながら、また学校統廃合
に伴う通学路整備を優先しながら進めていく。

　 　狭あい道路の指定図を作成するようだが、市
全体の図を作成するのか。また、狭あい道路と
は、幅が何メートルの道路をいうのか。

　 　指定図は、行方市全体の図を作成する。狭あ
い道路は、基本的には４メートル未満の道路を
いう。４メートル未満の道路を調査し、それを
インターネット上に掲載して、建築確認などを
行うときのトラブルを防止する。

環境・農林水産・商工

　 　ふるさと雇用特別基金事業補助金及び緊急雇
用創出事業補助金はどう活用していくのか。

　 　ふるさと雇用は３カ年の事業で、市直接の雇
用ではなく、市の企画立案により協力してくれ
る企業等で実施する制度である。雇用は基本的
に１年間である。平成 23 年度は、88 人の雇用
を創出する予定である。

　 　また、緊急雇用は新しい職を探す間の臨時的
雇用で、6カ月の期限があるが、１回の更新が
可能である制度である。平成 23 年度は、８人
の雇用を創出する予定である。

　 　資源ゴミ（缶、瓶、ペットボトル）や不燃ゴ
ミ（電池など）の分別を委託しているが、家庭
からゴミを出す時点で分別の徹底を図れば、委
託費用の削減につながるのではないか。

　 　ゴミの分別について、各家庭に「ごみカレン
ダー」を配布するなどして周知をしているが、
徹底されないのが現実である。

　 　水田対策農業推進費にかかる市単独補助金が
約800万円も減額になっているが、その理由
はなにか。

　 　飼料米や加工米などこれまで市が補助してい
たものを、国が補助するようになったためである。

※附帯決議とは：議決した議案に付けられる、施行についての意見や要望などを表明する決議のことです。

１ 　防災対策の見直しを行うとともに、被災状況に応じた災害復旧
事業を優先的に行うこと。また、事業に伴う経費は、国の財政支
援措置を十分に活用すること。
２ 　子ども手当て支給に要する財源を、全額国庫負担で行うよう国
へ強く要望すること。
３ 　市の財源が市民の貴重な税金であることを十分認識し、将来に
負担を残すことがないよう、経費削減及び健全財政に、より一層
努めること。

附帯決議
～市への要望～

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答
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条
例
の
改
正

■
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例

　

こ
れ
ま
で
行
方
市
で
は
、
マ
ル
福

（
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
）
の
う
ち

小
児
マ
ル
福
の
補
助
対
象
者
を
、
県

と
同
じ
、
小
学
３
年
生
ま
で
と
し
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
柱
の
一

つ
で
あ
る
「
少
子
化
対
策
」
と
し
て
、

子
育
て
世
代
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た

め
、
平
成
23
年
７
月
１
日
か
ら
、
市

単
独
補
助
で
、
対
象
者
を
小
学
６
年

生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

な
お
、対
象
は
拡
大
し
ま
し
た
が
、

マ
ル
福
自
己
負
担
金
や
所
得
制
限
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、

妊
産
婦
の
マ
ル
福
受
給
者
証
の
発
行

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更

■
麻
生
小
学
校
耐
震
補
強
・
大
規

模
改
造
工
事

　

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会　

９

月
24
日
の
本
会
議
で
議
決
し
た
契

約
金
額
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
４
〜
６
年
生
も
対
象
に

小
学
４
〜
６
年
生
も
対
象
に

マ
ル
福
（
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
）

マ
ル
福
（
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
）

議
案

審
議

平
成
23
年
７
月
か
ら
市
単
独
で
補
助

変
更
前
：
４
億
５
，
０
４
５
万
円

変
更
後
：
５
億
２
７
４
万
円

　

こ
の
ほ
か
の
契
約
方
法
、
相
手

方
、
工
期
に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　小児（小学３年生まで）・妊産婦・
ひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）・
重度心身障がい者などの医療福祉費
受給対象者の方が、医療保険で病院
などにかかった場合の一部負担金相
当額を公費で助成し、医療費の負担
を軽減する制度です。
　外来自己負担金（１日600円、
月２回限度）等や所得制限等の条件
があります。

マル福とは･･･

青色申告・期限内納税都市宣言
　行方市は「青色申告・期限内納税都市」を
次のとおり宣言します。

　健康で明るい地域社会を創造すること
は、市民の願いである。
　この基盤をなすものは、健全な財政の確
立であり、とりわけ正しい申告と期限内納
税の履行による税収の確保が根幹である。
　安定した税収の確保を図り、地域経済の
発展と市民生活の向上を
目指す上で、青色申告納
税制度の普及と期限内納
税の徹底を図る必要があ
ると確信し、「青色申告・
期限内納税都市」を宣言
する。
　平成23年３月１日
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そのほか上程された議案 内　　　容

選挙
　■ 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員
の選挙

条例の制定・一部改正・廃止
　■ 住民生活に光をそそぐ交付金基金条例の
制定

　■小牧板峰公園条例の制定
　■行政改革推進委員会設置条例の一部改正

　■ 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正

　■国民健康保険税条例の一部改正

　■国民健康保険条例の一部改正

　■霞ケ浦ふれあいランド条例の一部改正

　■都市計画審議会条例の一部改正

　■ 道の駅「たまつくり」物産販売所条例の
廃止

その他
　■鹿行広域事務組合規約の変更
　■行方市土地開発公社定款の変更
　■市道路線の廃止、認定、変更

＊小峯仁一議員が指名推選により当選

＊ 国からの「地域活性化交付金（住民生活に光をそそぐ交付
金）」を基金として積み立てることにしました。

＊新たに「小牧板峰公園」を設置しました。
＊ 平成 23年度の組織改編に伴い、条文中の「政策推進課」を「秘
書課」に改めました。

＊ 非常勤特別職として、新たに、「障害児介助員」、「障害福祉
相談員」、「介護予防普及補助員」、「定住相談員」を設置し
ました。
＊ 医療費の増加によって国保事業の運営が厳しいため、平成
23 年度からの国保税の税率、税額、納期を変更しました。
＊ 平成 21 年 10 月から平成 23 年３月までの間、暫定的に引き
上げた出産育児一時金の支給額（39 万円）を、平成 23 年
４月から恒久化することに決定しました。
＊ これまでの共通券に加え、水の科学館、玉のミュージアム・
玉造虹の塔それぞれの入館料（大人：300 円、小人 150 円）
を設定しました。

＊ 平成 23年度の組織改編に伴い、条文中の「都市計画課」を「都
市建設課」に改めました。

＊道の駅「たまつくり」物産販売所を廃止しました。

＊文言や条文の整理を行いました。
＊国の法律の改正に伴い、文言の整理を行いました。
＊ 43 路線を廃止、64 路線を認定、37 路線を変更しました。

一般会計［８回目］　3億2,407万 4,000円増額

　【 主な補正内容】　普通交付税、地域活性化・きめ細かな交
付金、財政調整基金繰入金等の追加、麻生地区統合中学校
施設整備事業等の減額

国民健康保険特別
会計［４回目］　9,677万 2,000円増額

　【主な補正内容】　一般被保険者療養給付費負担金の追加等

老人保健特別
会計［２回目］　1,067万 7,000円増額

　【主な補正内容】　前年度繰越金、予備費等の追加

介護保険特別
会計［４回目］　3,662万 7,000円増額

　【主な補正内容】　介護給付費準備基金積立金の追加等

平 成 22 年 度 予 算 を 補 正 し ま し た

後期高齢者医療特別
会計［１回目］　3,878万 4,000円減額

　【主な補正内容】　後期高齢者医療広域連合納付金の減額等

農業集落排水事業特別
会計［４回目］　繰越明許費の設定

　【 主な補正内容】　繰越明許費：北部地区整備事業1億2,600万円

特定環境保全公共下水道事業特別
会計［４回目］　
310万 5,000円増額

　【主な補正内容】　下水道事業債償還基金積立金の追加等

流域関連公共下水道事業特別
会計［３回目］
488万 5,000円減額

　【主な補正内容】　霞ヶ浦水郷流域下水道建設負担金の減額等
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適
切
な
補
償
と
風
評
被
害
対
策
を

適
切
な
補
償
と
風
評
被
害
対
策
を
!!!!

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
農
畜
産
物
の
出
荷
規
制

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
農
畜
産
物
の
出
荷
規
制

国　へ
意見書

福
島
、
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
の
４
県

に
対
し
、
一
部
の
農
畜
産
物
に
つ
い

て
出
荷
停
止
を
指
示
し
た
。

　

出
荷
規
制
は
、
地
域
経
済
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
本
市
を
は
じ

め
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
市
町
村

に
と
っ
て
は
、
新
た
な
被
害
と
い
う

べ
き
事
態
で
あ
る
。
こ
の
事
故
に

よ
っ
て
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
農
畜

産
物
の
安
心
・
安
全
に
対

す
る
信
頼
回
復
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。

　

よ
っ
て
、
農
家
等
が
受

け
た
損
害
に
対
し
、
適
切

な
補
償
を
行
う
と
と
も

に
、
放
射
性
物
質
検
出
検

査
を
安
全
が
確
認
さ
れ
る

ま
で
継
続
し
て
行
い
、
検

査
結
果
及
び
関
連
す
る
情

報
、
健
康
へ
の
影
響
等
に

つ
い
て
詳
細
に
わ
た
り
国

民
に
周
知
し
、
風
評
被
害

対
策
に
努
め
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

　
〔
衆
参
議
長
、
内
閣
総

理
・
財
務
・
農
林
水
産
大

臣
に
提
出
〕

■
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
農
畜

産
物
の
出
荷
停
止
へ
的
確
な
対
応
を

求
め
る
意
見
書
（
要
約
）

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
災

し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら

放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
事
故
を

受
け
、
政
府
は
農
畜
産
物
か
ら
食
品

衛
生
法
の
暫
定
基
準
値
を
超
え
る
放

射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
と
し
て
、

　

次
の
一
般
選
挙
か
ら
、
議
員
定
数
が
20
人
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
行
の
４
常
任
委
員
会
で
あ
る
と
、
一
つ
の
委

員
会
の
委
員
数
は
５
人
平
均
と
な
り
、
本
会
議
か
ら
信
頼
さ

れ
る
だ
け
の
十
分
な
審
査
が
で
き
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
常
任
委
員
会
の

数
を
４
か
ら
３
に
し
て
、
議
員
定
数
を
削
減
し
て
も
委
員
会

の
質
や
機
能
を
維
持
し
ま
す
。

３３常任委員会へ常任委員会へ

委員会条例を改正
　４常任委員会から

議員
提案

【改正前】

委員会名 定数（人） 所管

総　　務 ６ 総務部、会計課

教育厚生 ６ 保健福祉部、教育委員会

経　　済 ６ 経済部、農業委員会

建　　設 ６ 建設部、水道課

【改正後】

委員会名 定数（人） 所管

総　　務 ６ 市長公室、総務部、会計課

教育厚生 ７ 保健福祉部、教育委員会

経済建設 ７ 経済部、建設部、農業委員会、
水道課

規制対象ではない野菜への影響が懸念されます

※太字が改正部分
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条　

例

■
行
政
組
織
条
例
の
制
定

　

平
成
23
年
度
か
ら
内
部
組
織
を
改

編
し
、「
市
長
公
室
」
を
新
た
に
設

置
し
ま
し
た
。

第１回第１回
臨時会臨時会

　平成23年第１回臨時会は、１月31日に１日間の会期で
開催しました。本会議では、専決処分の報告が行われたほか、
条例の制定案、契約案などの５議案が市長から提出され、い
ずれも原案のとおり、全会一致で可決しました。

平
成
平
成
2323
年
度
年
度  

組
織
が
変
わ
る

組
織
が
変
わ
る

新
た
に
市
長
公
室
を
設
置

新
た
に
市
長
公
室
を
設
置

そのほか上程された議案 内　　　容

専決処分の報告
　■ 玉造中学校講堂防音改築工事（建築工事）
請負変更契約の締結

契約
　■ 行方市ブロードバンド整備事業 光ファ
イバ敷設工事請負変更契約の締結

平成22年度補正予算
　■一般会計（７回目）
　■国民健康保険特別会計（３回目）
　■農業集落排水事業特別会計（３回目）

＊ 平成 22 年第１回臨時会 １月 28 日の本会議で議決した契約
金額を変更したことについて報告を受けました。

　　変更前：４億 5,664 万 5,000 円
　　変更後：４億 5,921 万 7,500 円

＊ 平成 22 年第３回臨時会 ７月 21 日の本会議で議決した契約
金額に変更がありました。

　　変更前：４億 863 万 9,000 円
　　変更後：３億 9,499 万 9,500 円

＊債務負担行為補正及び 1,745 万 7,000 円の増額
＊一般被保険者高額療養費負担金など 4,800 万円の増額
＊北部地区整備事業など１億 3,509 万 5,000 円の増額

社会福祉課・介護福祉課
国保年金課・健康増進課

都市建設課・下水道課

農林水産課・商工観光課
環境課

総務課・財政課・税務課
収納対策課・総合窓口課

企画政策課・秘書課

※太字が改編部分

市　

長

副
市
長

保健福祉部

建　設　部

経　済　部

総　務　部

市 長 公 室

議会へ請願・陳情される方へ
● 　

請
願
書
（
陳
情
書
）
は
そ
の
要
旨
、
理
由
を
簡
単
に

わ
か
り
や
す
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

● 　

提
出
年
月
日
、
提
出
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、

必
ず
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

● 　

請
願
書
は
、
１
人
以
上
の
紹
介
議
員
及
び
表
紙
に
自

筆
に
よ
る
署
名
及
び
押
印
が
必
要
で
す
。

　

 　

紹
介
議
員
が
つ
か
な
い
と
き
は
、
陳
情
書
と
し
て
く

だ
さ
い
。

● 　

道
路
等
は
簡
単
な
地
図
、
略
図
、
図
面
等
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。 （表紙例）

請願（陳情）書

紹介議員
署名　　印

（内容例）

○○○についての請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

平成　年　月　日
請願（陳情）者の住所

氏名　　　印

行方市議会議長　殿
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問
質
般
一

〜
我
が
市
政
を
問
う
〜

※ 　一般質問とは：議員が市の一般事務に対して、その執行の状況又は将来の方針、
政策的提言や行政への批判等を執行者に直接質

ただ

すことです。また、執行者の所見や
施策について報告を求めたり問い質すこともあります。行方市議会の場合、質問時
間は答弁を含め一人90分となっています。

一般質問項目一覧

　第１回定例会では、５人の議員から一般質問が行われ、２日間
にわたり熱い議論が展開されました。
　登壇順に、質問と答弁を要約して一部掲載します。

　●髙橋正信議員　･･････････････････････････････　11ページ
　　１　汚水処理対策について
　　２　結婚対策支援について
　　３　教育環境整備について

　●岡田晴雄議員　･･････････････････････････････　12ページ
　　１　平成 23 年度施政方針について

　●塙　　仁議員　･･････････････････････････････　13ページ
　　１　平成 23 年度予算と事業について
　　２ 　玉造中学校講堂改築工事及び麻生中学校新築工事の入札並び

に麻生小学校仮校舎について

　●小林　久議員　･･････････････････････････････　14ページ
　　１　財政状況の推移について
　　２　工事契約前払い金について
　　３　子宮頸がんワクチン接種について
　　４　学校等適正配置について

　●樽見清衛議員　･･････････････････････････････　15ページ
　　１　天王崎周辺開発構想について
　　２　河川改修等について
　　３　土地改良区内の整備について
　　４　都市計画事業について
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市設置型浄化槽の整備を早急に
市長― 北浦地区及び麻生・玉造地区の下水道未整備箇所に

推進していくことを検討中

髙
橋　

北
浦
地
区
の
汚
水
処

理
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
も
「
市
設
置
型
浄
化
槽
の

整
備
を
早
急
に
」
と
質
問
し

て
き
た
。
北
浦
地
区
生
活
排

水
事
業
検
討
協
議
会
を
６
回

ほ
ど
開
催
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
検
討
経
過
は

ど
う
か
。

建
設
部
長

建
設
部
長　

こ
の
検
討
協
議

会
は
、
北
浦
地
区
の
生
活
排

水
等
の
処
理
に
関
す
る
調
査
・

研
究
・
検
討
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
21
年
７
月
１

日
に
発
足
し
た
。
協
議
、
研

修
を
重
ね
た
結
果
、
北
浦
地

区
は
人
口
密
集
地
も
少
な

く
、
ま
た
既
存
の
合
併
浄
化

槽
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
浦

地
区
全
域
を
市
設
置
型
浄
化

槽
事
業
で
計
画
的
に
整
備
を

進
め
る
内
容
の
意
見
書
を
、

平
成
23
年
２
月
１
日
に
行
方

市
長
へ
提
出
し
た
。

髙
橋　

現
状
を
踏
ま
え
て
、

さ
ら
な
る
支
援
策
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

市
長
市
長　

茨
城
県
の
調
査
に
よ

る
と
、
結
婚
し
て
い
な
い
理

由
と
し
て
、
独
身
男
女
の
約

６
割
が
「
適
当
な
相
手
に
め

ぐ
り
合
わ
な
い
」
と
答
え
て

髙橋正信 議員

髙
橋　

今
後
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

建
設
部
長

建
設
部
長　

新
年
度
当
初
に
、

事
業
実
施
に
向
け
た
事
業
計

画
策
定
の
コ
ン
サ
ル
業
務
委

託
や
、
地
区
説
明
会
、
広
報

紙
等
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
事
業
の
推
進
体
制

を
円
滑
に
す
る
た
め
「
事
業

推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

事
業
計
画
の
策
定
や
地
域
住

民
の
説
明
会
等
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
な
お
、
工
事

は
平
成
24
年
度
早
々
に
着
手

で
き
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

る
。

髙
橋　

汚
水
処
理
事
業
に
対

す
る
問
題
点
に
ど
う
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

市
長
市
長　

北
浦
地
区
は
、
整
備

が
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
今
回
、
検
討
協
議
会
か

ら
建
設
的
な
意
見
書
の
提
出

が
あ
っ
た
の
で
、
来
年
度
以

降
、
市
設
置
型
浄
化
槽
整
備

事
業
を
積
極
的
に
整
備
促
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

お
り
、
い
か
に
「
出
会
い
の

場
」
を
設
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
か
を
強
く
感
じ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
独
身
男

女
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
し
て
共
通
の
趣
味
や

話
題
に
着
目
し
、
よ
り
多
く

の
出
会
い
の
場
を
提
供
で
き

る
企
画
の
実
施
を
優
先
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
は
、
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
が
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
る「
畑
で
婚
カ
ツ
」

等
を
３
回
、
ま
た
、
企
画
課

も
予
算
を
約
２
・
５
倍
増
額

し
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
や
婚
活

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
４
回
開
催

す
る
計
画
で
あ
る
。

平成22年度「畑で婚カツ」では19組のカップルが誕生

さ
ら
な
る
結
婚
支
援
対
策
を

市
長―

よ
り
多
く
の
「
出
会
い
の
場
」
を
提
供
す
る

髙橋　教育環境整備について、場所を提供
して、その中でアドバイスをする形の「教
育ボランティア」の実現は可能ではないか。

教育長教育長　場所の確保は勿論、英・国・数の
専門教員等の人材確保が重要となる。やは
り通学する学校の教科担任にアドバイスを
受けることが一番よいと思う。

これも

質　

問
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新規起債が償還額を上回った要因は
市長― 平成 27年度までの合併特例期間により多く

の市民の要望にこたえるためである

岡
田　

予
算
編
成
の
基
本
的

な
考
え
の
中
に
、「『
子
供
た

ち
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て

生
き
る
喜
び
を
分
か
ち
あ
え

る
市
』
の
実
現
」
と
あ
る
が
、

子
供
た
ち
や
お
年
寄
り
に
ど

の
よ
う
な
政
策
を
予
算
化
し

た
の
か
。

市
長
市
長　

子
供
に
関
連
す
る
予

算
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
ま
た
、
平
成
23
年
度
か

ら
、
医
療
福
祉
費
支
給
制
度

の
小
児
対
象
者
と
し
て
、
新

た
に
小
学
校
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
を
市
単
独
予
算
で

拡
充
す
る
ほ
か
、
女
子
中
学

生
へ
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
各
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
の
公
費
負
担

を
実
施
す
る
。

　

お
年
寄
り
に
関
す
る
予
算

で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
公
費
負
担
率
水
準

て
い
る
協
議
会
が
あ
る
。
こ

の
協
議
会
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
協
議
会
の
意
見

や
要
望
に
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
く
の
か
。

市
長
市
長　

こ
の
協
議
会
は
、
騒

音
地
域
の
区
長
及
び
有
識
者

の
方
で
組
織
さ
れ
て
い
る

団
体
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
協
議
会
か
ら
の
要
望
書

や
、
協
議
会
の
方
々
と
の
話

し
合
い
を
踏
ま
え
、
平
成
23

年
度
予
算
で
は
、
騒
音
区
域

（
75
Ｗ
以
上
の
第
１
種
区
域
）

に
対
し
て
騒
音
対
策
交
付
金

を
一
般
財
源
で
、
期
間
を
再

編
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
平

成
28
年
度
ま
で
と
限
定
し
、

区
運
営
交
付
金
に
上
乗
せ
し

て
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

岡田晴雄 議員

を
維
持
す
る
ほ
か
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
と
し
て
、
麻

生
公
民
館
と
同
様
に
、北
浦
・

玉
造
の
各
公
民
館
に
も
カ
ラ

オ
ケ
機
器
を
設
置
す
る
。
ま

た
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
県

補
助
と
の
差
額
を
市
単
独
で

補
助
を
す
る
。

岡
田　

市
債
に
つ
い
て
、
当

該
年
度
の
元
金
償
還
見
込
み

額
を
新
規
起
債
が
上
回
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
が
、
平
成
23
年
度
は
大

き
く
超
え
た
。
超
え
た
理
由

と
今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

市
長
市
長　

平
成
27
年
度
ま
で
の

合
併
特
例
期
間
に
、
学
校
、

通
学
路
、
生
活
道
路
な
ど
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
要
望
に

こ
た
え
て
い
く
た
め
に
は
、

財
政
状
況
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
も
、
起
債
額
が

償
還
額
を
上
回
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　

今
後
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
の
５
年
間
に
、
学
校
等
及

び
通
学
路
に
37
億
円
、
道
路

に
８
億
円
、
一
般
財
源
と
な

る
臨
財
債
に
25
億
円
、
学
校

解
体
等
そ
の
他
に
23
億
円
、

合
計
93
億
円
を
起
債
し
た
場

合
、
平
成
27
年
度
末
の
起
債

の
残
高
は
１
９
０
億
円
、
基

金
の
残
高
は
27
億
円
、
実
質

公
債
費
比
率
は
13
％
台
、
将

来
負
担
比
率
は
１
５
０
％
台

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

岡
田　

民
生
費
の
伸
び
率
が

大
き
い
。
こ
れ
か
ら
の
見
通

し
と
、
今
後
の
予
算
編
成
の

考
え
方
は
ど
う
な
の
か
。

市
長
市
長　

子
ど
も
手
当
及
び
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
、
ま
た
生
活
保
護

費
な
ど
の
増
額
分
が
民
生
費

予
算
を
増
大
し
た
要
因
で
あ

る
。
本
市
で
は
少
子
高
齢
化

が
深
刻
な
課
題
で
あ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
民
生
費
予
算
が

増
加
す
る
の
は
必
至
で
あ

る
。

　

民
生
費
全
般
に
お
け
る
施

策
は
、
市
の
単
独
事
業
以
上

に
国
策
に
よ
る
施
策
が
多
い

た
め
、
今
後
の
予
算
編
成
で

は
、
義
務
負
担
の
財
源
の
確

保
が
今
以
上
に
必
要
に
な
っ

て
く
る
。

岡
田　

百
里
基
地
の
騒
音
地

区
に
、
区
長
た
ち
で
組
織
し

放課後児童クラブは子供の安全と安心を含めた子育て支援の一つ
です
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行方市の将来に向けてどう進むのか
市長― 市債の管理、基金の積み増しを行い、財政

の健全化を進める

塙　

平
成
23
年
度
に
お
け
る

重
要
事
業
等
を
所
信
表
明
の

中
で
掲
げ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
市
長　

最
重
要
事
業
に
つ
い

て
、
総
務
部
は
、
定
住
化
促

進
事
業
で
あ
る
。
定
住
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
定
住
者

の
住
宅
取
得
支
援
や
市
有
地

の
造
成
・
分
譲
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
く
。

　

保
健
福
祉
部
は
、
将
来
の

行
方
市
を
担
う
子
供
た
ち
の

健
康
や
子
育
て
環
境
の
充
実

で
あ
る
。
希
望
す
る
女
子
中

学
生
全
員
へ
の
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
、
ま
た
小
児
用
肺

炎
球
菌
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
ｂ
型
各
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

全
額
公
費
負
担
を
実
施
す

る
。

　

建
設
部
は
、
下
水
道
未
整

備
地
区
で
あ
る
北
浦
地
区
へ

の
市
設
置
型
浄
化
槽
の
整
備塙　　仁 議員

の
推
進
で
あ
る
。
ま
た
、
定

住
化
促
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
市
有
地
を
宅
地
へ
の
造

成
を
図
っ
て
い
く
。

　

経
済
部
は
、
第
６
次
産
業

推
進
事
業
で
あ
る
。
従
来
の

生
産
流
通
シ
ス
テ
ム
に
終
始

す
る
こ
と
な
く
、
第
１
次
産

業
従
事
者
が
加
工
・
流
通
・

販
売
ま
で
一
体
的
に
取
り
組

む
第
６
次
産
業
に
取
り
組
め

る
環
境
を
整
備
し
、
新
し
い

経
済
活
動
の
醸
成
と
収
益
性

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
等

適
正
配
置
計
画
に
基
づ
く
、

麻
生
東
小
学
校
、
玉
造
地
区

統
合
小
学
校
、
麻
生
中
学
校

な
ど
の
施
設
整
備
の
推
進
で

あ
る
。
統
廃
合
に
伴
い
、
耐

震
強
度
の
維
持
さ
れ
た
施
設

が
整
備
さ
れ
、
安
心
・
安
全

な
教
育
環
境
が
整
う
。

塙　

現
状
が
ど
の
よ
う
な
方

向
に
進
展
し
て
い
く
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
行
方
市
の
将
来
に

向
け
て
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

市
長
市
長　

学
校
再
編
事
業
に
伴

う
市
債
の
発
行
や
少
子
高
齢

化
率
の
上
昇
に
よ
る
福
祉
予

算
の
増
加
は
必
至
で
あ
る
。

ま
た
、
人
口
が
増
加
し
な
い

限
り
、
市
の
活
性
化
は
図
れ

な
い
。
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

市
債
の
管
理
、
基
金
の
積
み

増
し
を
行
い
、将
来
に
備
え
、

今
後
と
も
、
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
行

方
市
の
将
来
に
何
よ
り
も
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

塙　

玉
造
中
学
校
講
堂
改
築

工
事
の
入
札
等
に
つ
い
て
、

前
回
も
質
問
し
た
が
、
多
く

の
疑
問
が
残
る
。
建
築
工
事

の
再
入
札
告
示
の
予
定
価
格

が
、
最
初
の
告
示
に
比
べ
上

が
っ
た
の
に
、
参
加
資
格
が

茨
城
県
内
の
１
，
０
０
０
点

以
上
の
業
者
か
ら
鹿
行
管
内

の
８
０
０
点
以
上
の
業
者
に

な
っ
た
。
点
数
を
下
げ
た
こ

と
で
、
安
全
が
確
保
さ
れ
な

い
か
ら
と
最
低
価
格
が
設
け

ら
れ
た
が
、
１
，
０
０
０
点

の
ま
ま
で
安
全
が
確
保
さ
れ

る
な
ら
そ
れ
が
一
番
い
い
と

思
う
。
な
ぜ
点
数
を
下
げ
、

参
加
資
格
を
鹿
行
管
内
と
し

た
の
か
。

教
育
次
長

教
育
次
長　

講
堂
改
築
を
校

舎
建
築
と
比
較
し
た
場
合
、

比
較
的
煩
雑
さ
が
少
な
く
な

る
の
で
、
近
隣
自
治
体
の
Ｒ
Ｃ

構
造
の
建
物
の
入
札
参
加
資

格
要
件
を
参
考
に
し
た
こ
と
、

ま
た
、
８
０
０
点
以
上
の
総
合

評
価
を
持
つ
企
業
で
あ
れ
ば
、

１
級
建
築
士
等
の
管
理
技
術

者
を
有
す
る
の
で
、
工
事
完

成
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
、ま
た
、

地
元
業
者
の
参
入
が
地
元
業

者
の
育
成
に
な
る
こ
と
を
考

慮
し
た
た
め
で
あ
る
。ま
た
、

予
定
価
格
は
、
工
事
内
容
等

を
市
長
に
説
明
し
、
最
終
的

に
市
長
が
決
定
さ
れ
る
。

な
ぜ
入
札
参
加
資
格
を
変
更
し
た

教
育
次
長―

工
事
の
煩
雑
さ
や
地
元
業
者

の
育
成
な
ど
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る

市有地の宅地整備を進めます
（写真は市有地である旧麻生合同庁舎跡地）
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平成 23 年度以降の財政状況の推移は
市長― 合併特例期間の最終年度は財政指数の上昇

が予想される

小
林　

合
併
後
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
、
ま
た
平
成
23
年

度
以
降
３
年
間
ぐ
ら
い
の
財

政
状
況
は
ど
の
よ
う
に
推
移

し
て
い
く
の
か
。

市
長
市
長　

合
併
後
、
平
成
18
年

度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は

１
７
１
億
６
，
４
０
０
万
円

で
、
決
算
額
は
１
５
７
億
６
，

６
３
３
万
円
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
平
成
18
年
度
は
財
政
力

指
数
が
０
・
44
、
経
常
収
支

比
率
が
93
・
２
％
、
実
質
公

債
費
比
率
が
17
・
８
％
で

あ
っ
た
が
、
平
成
21
年
度
は

財
政
力
指
数
が
０
・
49
、
経

常
収
支
比
率
が
88
・
５
％
、

実
質
公
債
費
比
率
が
14
・

６
％
に
改
善
し
た
。

　

平
成
22
年
度
末
の
起
債
残

高
は
１
７
９
億
円
、
基
金
残

高
は
49
億
円
に
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

平
成
24
年
、
25
年
度
の
予 小林　久 議員

算
規
模
を
１
６
０
億
円
程
度

と
し
、
平
成
27
年
ま
で
の
５

年
間
で
93
億
円
の
起
債
を
し

た
場
合
の
平
成
27
年
度
末
の

財
政
状
況
は
、
財
政
力
指
数

が
０
・
45
程
度
、
経
常
収
支

比
率
は
90
％
強
、
実
質
公
債

費
比
率
は
13
％
台
、
将
来
負

担
比
率
は
１
５
０
％
台
、
起

債
の
残
高
は
１
９
０
億
円
、

基
金
残
高
は
27
億
円
と
見
込

ん
で
い
る
。
合
併
特
例
期
間

の
最
終
年
度
は
現
在
の
財
政

状
況
と
比
べ
、
財
政
指
数
の

上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

これも

質　

問

子宮頸がんワクチンの
　　　　　　実施時期は
保健 福祉部長―６月から接種でき

るようにしていきたい

小
林　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
実
施
時
期
は
何
月
ご
ろ

に
な
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長　

平
成
22
年

度
末
ま
で
に
地
元
医
師
会
と

協
議
を
し
、
４
月
中
旬
こ
ろ

中
学
校
に
説
明
し
、
４
月
下

旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け
て

対
象
親
子
に
対
す
る
説
明
会

を
開
催
し
て
、
６
月
か
ら
医

療
機
関
で
接
種
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

小
林　

接
種
に
あ
た
り
、
生

徒
や
保
護
者
の
理
解
を
得
る

対
策
は
ど
う
か
。

教
育
長

教
育
長　

教
育
委
員
会
も
保

健
福
祉
部
と
連
携
し
、
学
校

保
健
連
絡
会
や
各
学
校
保
健

委
員
会
に
お
け
る
校
内
教
職

員
の
共
通
理
解
を
図
り
、
ま

た
保
健
の
授
業
時
間
な
ど
を

活
用
し
て
、
病
気
の
内
容
、

予
防
の
必
要
性
や
副
作
用
の

リ
ス
ク
な
ど
の
正
し
い
理
解

を
得
ら
れ
る
対
応
を
し
て
い

く
。

小林　工事請負契約後、前払い金は、条件
がどう整ったときに支出されるのか。

会計管理者会計管理者　前払い金の支払いは、地方自
治法第 232 条の５第２項の規定を受け、市
の財務規則第 155 条及び同条の第２項の規
定で支払うことができる。

小林　北浦地区統合小学校計画に対し、再度、地
域の意見を聞く時期と場所の設定はいつになるのか。

教育長教育長　平成 23 年度５月から６月、でき
るだけ早い時期に、北浦地区の各小学校で、
ＰＴＡ、地域の住民を対象に説明会、意見
を聞く会を設定していきたいと考えている。

今後、学校の統廃合などによる市債の発行が予想されます
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天王崎砂浜整備事業の進捗状況は
市長― 砂浜整備は平成23年度中には完了すると

思う

樽
見　

天
王
崎
砂
浜
事
業
の

進
捗
状
況
と
整
備
方
針
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
市
長　

砂
浜
を
天
王
崎
地
区

の
メ
イ
ン
整
備
の
一
つ
と
位

置
づ
け
、関
連
性
の
高
い「
風

の
塔
」
の
改
修
、
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

事
業
計
画
を
進
め
て
い
る
。

砂
浜
整
備
の
養
浜
工
事
は
、

す
で
に
突
堤
や
離
岸
堤
の
工

事
が
完
了
し
て
い
る
の
で
、

平
成
23
年
度
中
に
は
完
了
す

る
と
思
う
。

　

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

機
能
を
強
化
す
る
場
所
と
し

て
位
置
づ
け
、
市
民
や
来
訪

者
の
憩
い
と
交
流
の
拠
点
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。

樽
見　

白
帆
荘
跡
地
に
「
天

王
崎
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
が樽見清衛 議員

運
営
方
針
を
伺
う
。

総
務
部
長

総
務
部
長　

天
王
崎
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
２
階

建
て
で
、
屋
上
に
展
望
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
屋
内
に

行
方
産
の
農
産
物
や
加
工
品

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く

ス
ペ
ー
ス
、
屋
外
に
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
や
温
泉
を
使
用
し

た
足
湯
な
ど
も
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

こ
の
施
設
は
利
益
を
生
み

出
す
観
光
施
設
で
は
な
く
、

観
光
交
流
の
機
会
と
地
域
の

市
民
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
に
供
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
公
共
施
設
で
あ

る
。
管
理
運
営
は
、「
白
帆

の
湯
」
と
の
一
体
化
が
求
め

ら
れ
る
が
、
そ
の
設
置
目
的

や
交
付
金
な
ど
か
ら
同
一
方

法
に
よ
る
管
理
運
営
は
で
き

な
い
。
維
持
管
理
費
の
軽
減

の
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

樽
見　

城
下
川
改
修
事
業
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
部
長

建
設
部
長　

こ
れ
ま
で
に
取

水
堰
設
置
工
事
な
ど
を
実
施

し
て
き
た
が
、
今
年
度
は
水
門

橋
の
架
け
替
え
工
事
に
着
手

し
て
お
り
、
来
年
度
中
に
は
完

成
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
来

年
度
は
箱は

こ
ど
う樋
池
の
整
備
計
画

に
関
す
る
設
計
業
務
を
実
施

し
、
平
成
24
年
度
以
降
、
箱

樋
池
の
環
境
整
備
工
事
と
そ

の
下
流
水
門
橋
の
護
岸
工
事

の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

樽
見　

富
田
前
川
は
川
幅
が

狭
く
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
お

り
、
す
ぐ
に
堆
積
物
が
た
ま

り
、
川
の
流
れ
に
支
障
を
来

し
て
い
る
。
定
期
的
に
浚
渫

で
き
な
い
か
。

建
設
部
長

建
設
部
長　

部
分
的
に
土
砂

等
が
入
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
状
況
を
見
な
が
ら
浚
渫

を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

富
田
前
川
の
定
期
的
な
浚

し
ゅ
ん

渫せ

つ

を

建
設
部
長―

状
況
を
見
な
が
ら
行
い
た
い

砂浜整備が進められている天王崎

これも

質　

問

樽見　粗毛石神線の進捗状況と今後の整備
方針はどうなっているのか。

市長市長　用地取得は全体の約 70％が済んで
いる。残りの未買収を今後随時進めたいと
考えている。土地買収がスムーズに進む見
通しが立てば、事業化として考えていく。

樽見　麻生地区の都市計画用途
指定の見直しは考えているか。

市長市長　土地利用は、現状に合っ
た用途地域の見直しが必要と考
えているので、今後、慎重に検
討をしていきたい。



No.23
行方市 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより 16

　委員会では、付託された議案等

の審査のほか所管する事項の諸問

題について調査を行っています。

委 員委 員 会 会 

レ ポレ ポ ー ト ト 

委 員委 員 会 会 

レ ポレ ポ ー ト ト 

委 員 会 

レ ポ ー ト 
●
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

視
察
先
：
茨
城
県
稲
敷
市
議
会

　
「
市
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
、
１
月

14
日
、
議
会
だ
よ
り
の
読
み
や

す
さ
で
評
価
の
高
い
稲
敷
市
議

会
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
『
稲
敷
市
議
会
だ
よ
り
』
は
、

編
集
方
針
を
「
見
や
す
く
、
分

か
り
や
す
く
」
と
し
、
活
字
の

量
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
で
ス

ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
写
真
を
多
用

す
る
こ
と
で
紙
面
に
色
合
い
を

出
し
、
重
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
議
会
だ
よ
り
は
堅

苦
し
く
、
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
の
で
、
ま
ず
「
手
に
取
っ

て
も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
を
優

先
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の

た
め
、
紙
面
構
成
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
、
表
紙
に
こ
だ
わ
り
、

動
き
の
あ
る
写
真
を
使
う
な

ど
、「
読
ん
で
も
ら
う
」
に
つ

な
げ
る
努
力
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

議
会
だ
よ
り
に
は
、
市
民
生

活
に
か
か
わ
る
重
要
な
決
定
事

項
や
、
そ
の
決
定
に
至
る
ま
で

の
過
程
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
事

項
を
活
か
し
、今
以
上
に
興
味
・

関
心
を
持
た
れ
る
よ
う
な
議
会

だ
よ
り
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

稲敷市議会の編集のテクニックを学ぶ

答
し
て
い
た
。
市
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
、
回
答
し
た
の
か
。

市
長
市
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に

は
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
今
現
在
、
各
方
面
に

お
い
て
こ
の
議
論
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
私
は
議
会
の
意
見
書

の
要
旨
に
基
づ
き
、
国
が
そ
の

条
件
を
守
る
の
で
あ
れ
ば
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
と
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

か
ら
も
私
の
農
業
に
対
す
る
政

策
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
し
、

農
業
の
発
展
が
市
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

こ
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
く
。

　

今
、
全
世
界
が
食
料
に
つ
い

て
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
る

時
代
の
中
で
、
日
本
市
場
だ
け

で
は
な
く
、
世
界
全
体
を
見
な

が
ら
農
業
政
策
を
や
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
も
行
方
市
の
さ
ら
な
る

農
業
の
発
展
の
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
政
策
を
実
行
し
て
、
自
立

で
き
る
農
業
、
ま
た
儲
か
る
農

業
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

※ 　緊急質問とは：一般質問は、定例会に限り行なわれますが、緊急質問は定例会でも臨時会でも行うことができます。
しかし、緊急質問は、質問が緊急を要するとき、その他真にやむを得ないと認められ、かつ、議会がその質問を行う
ことに同意したときに限られます。

岡
田　

平
成
22
年
12
月
の
定
例

会
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
反

対
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
議
会

は
こ
れ
を
採
択
し
、
意
見
書
を

各
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。
ま

た
、
農
業
関
係
の
各
種
団
体
に

よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
す
る

署
名
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
昨
日
の
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、市
長
は「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
と
回世界に誇る農業を目指して「なめがた食彩マーケット」を設立

　３月11日の本会議で、岡田晴雄議員が
緊急質問

※

を行いました。質問と答弁を一部
要約して掲載します。

問

質

急

緊

広報委員会広報委員会

まず「手に取ってもらう」工夫をまず「手に取ってもらう」工夫を
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議会トピックス議会トピックス

●議会日誌●
１月
14日　広報委員会、広報委員会行政視察
20日　建設委員会
20～ 21日　茨城県市議会議長会理事会・定例会
21日　経済委員会、総務委員会
24日　教育厚生委員会、議会運営委員会
25日　教育厚生委員会
25～ 26日　県東市議会議長会視察研修
26日　 茨城県後期高齢者医療広域連合議会全員協

議会
28日　茨城県市議会議長会第２回議員研修会
31日　第１回臨時会、全員協議会

２月
14日　建設委員会
15日　総務委員会
16日　経済委員会、教育厚生委員会

17日　 第１回茨城県後期高齢者医療広域連合議会
定例会

22日　議会運営委員会、全員協議会
23日　 小美玉市・行方市・鉾田市議会空港関係特

別委員会による合同研修会
28日　鹿行広域事務組合議会２月定例会

３月
 1～ 22日　第１回定例会
 1日　議会運営委員会
 4日　予算特別委員会
 7～ 8日　予算特別委員会（第１・第２分科会）
10日　議会運営委員会
11日　全員協議会
18日　議会運営委員会
22日　経済委員会、予算特別委員会、全員協議会
31日　百里基地･茨城空港対策特別委員会

傍聴してみませんか
次の定例会は６月上旬開会予定です

　過去の本会議の内容は、「会議録検索シス
テム」をご利用いただくことで、ご覧になれ
ます。どうぞ市議会ホームページの「会議録」
にアクセスしてください。

　会議録は随時更新しています。現在は、平
成22年第４回（12月）定例会の会議録ま
でがご覧いただけます。

本会議の内容を知りたい
会議録をインターネットで閲覧

傍聴席は44席（先着順）です。事前の申込
みは不要、どなたでも傍聴できます。

　傍聴は、議会の活動や市政の動きを知る
チャンスです。
　本会議では、市民生活にかかわるさまざま
な決まりごとや問題について審議が行われて
います。また、一般質問では、市長の考えを
聞くことができます。
　今、まちづくりがどのように行われている
のか、ぜひ傍聴にお越しいただき、見て、聴
いてください。

議場は玉造庁舎にあります議場は玉造庁舎にあります

●お詫び●
　『行方市議会だより　№ 22』（平成 23 年２月１日発行）の４
ページ「議員が提出した議案等」上段の文中に誤りがありました。
　議員の期末手当の支給割合　６月期

誤：１．６５月　→　正：１．６月
　訂正して、お詫び申し上げます。
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過去の「行方市議会だより」を行方市公式ホームページで見ることができます。
http://www.city.namegata.ibaraki.jp/ 議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

　

平
成
23
年
３
月
11
日
（
金
）
午

後
２
時
46
分
こ
ろ
、
三
陸
沖
を
震

源
と
す
る
国
内
観
測
史
上
最
大
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震
が

東
日
本
を
襲
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
「
ま
さ
か･･･

」
誰
も
が
そ
う

思
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

行
方
市
で
も
震
度
６
弱
を
観
測

し
た
地
震
は
、
家
屋
の
倒
壊
、
断

水
、
道
路
の
陥
没
や
公
共
施
設
の

損
傷
な
ど
、
市
内
各
地
に
大
き
な

爪
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
地
震
で
被
災
し
た

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
か
ら
放
射
性
物
質
が
漏
え
い
す

る
事
故
を
受
け
、
福
島
、
茨
城
、

栃
木
、
群
馬
の
４
県
は
、
政
府
か

ら
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
原
乳
な
ど

の
農
畜
産
物
の
出
荷
停
止
を
指
示

さ
れ
ま
し
た
。
本
市
を
は
じ
め
農

業
を
基
幹
産
業
と
す
る
市
町
村
に

と
っ
て
、
新
た
な
被
害
と
い
う
べ

き
事
態
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
地
震
発
生
直
後
か

ら
、
議
員
活
動
、
ま
た
、
議
会
と

し
て
、
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め

る
ほ
か
、
３
月
22
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、「
平
成
23
年
度
予
算
は

災
害
復
旧
事
業
を
優
先
す
べ
き
」

と
の
意
見
を
付
し
、
ま
た
、「
農

畜
産
物
の
出
荷
停
止
へ
的
確
な
対

応
を
求
め
る
意
見
書
」
を
国
へ
送

付
す
る
な
ど
、
市
民
生
活
や
地
域

経
済
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

今
回
の
地
震
は
、
私
た
ち
の
想

定
を
は
る
か
に
超
え
る
甚
大
な
被

害
を
各
地
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。

自
然
の
計
り
知
れ
な
い
力
に
、
改

め
て
畏い

ふ怖
し
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
意
見
・
要
望
を
反
映

す
べ
く
、
市
の
防
災
計
画
を
再
度

検
証
し
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を

取
り
戻
す
た
め
の
調
査
・
提
言
を

行
う
と
と
も
に
、
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
財
政
支
援
を
国
へ
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
難
局
を
と
も
に
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。

お
こ
と
わ
り

 

議
員
の
任
期
が
平
成
23
年
４
月

21
日
で
満
了
し
た
た
め
、
広
報
委

員
会
委
員
の
選
任
の
都
合
上
、
誠

に
勝
手
な
が
ら
今
号
の
編
集
後
記

は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

次
号
か
ら
ま
た
再
開
し
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　行方市議会は、平成 23 年４月
24 日に行われた市議会議員一般
選挙によって、新しく 20 人の議
員でスタートしました。
　新議員は、臨時号（平成 23 年
6 月１日発行）で紹介します。

東日本大震災東日本大震災

ともに乗り越えるともに乗り越える

行方市議会議員は行方市議会議員は

人になりました人になりました20

議場も天井とダクトが損傷

議会として被害現場を確認しました

玉造小学校




